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上半期のグループ業績を総括すると、主力の情報機器事業は、第１四半期に部材調達難

等による機会損失が一部ありましたが、第２四半期は収益性の高いMFP新製品の販売好

調により、売上高こそ円高の影響を受けて若干未達ながら、営業利益は計画を超過達成し

ました。一方、オプト事業では主要製品が何れも第２四半期より調整局面となり、売上・営

業利益ともに弱含みで推移しました。計測機器事業や産業用インクジェット事業といった「そ

の他」事業が好調に推移した事や、全社で経費削減に取り組んだ事により、グループ全体で

は売上高が若干未達ながらも、営業利益および当期純利益は計画を超過達成する事が

出来ました。

通期業績見通しについては、下半期の為替前提はUSドル８５円、ユーロは１１０円と想定し

ました。この円高によるマイナス影響やオプト主要製品の調整影響を織り込み、売上高のみ

通期見通しを前回予想から３００億円下方修正しました。営業利益および当期純利益につ

いては、オプト事業の調整影響は見込むものの、情報機器事業の新製品効果の更なる拡

大や、好調な「その他事業」の一層の収益貢献などにより補完出来るものと考え、当初公表

値を据え置きます。
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公表値との対比は前述の通りですが、対前年比では、売上高が僅かに減収となったものの、

営業利益は約２．５倍、当期純利益も約２．４倍と大幅増益を果たしました。

第１四半期から第２四半期にかけて増収増益となりましたが、情報機器事業で第１四半期

の部材調達難による新製品の販売機会損失が生じた事は大変残念に思っています。
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このスライドでは、上のグラフは対前年比、下のグラフが直前期からの推移を表しています。

対前年比では、情報機器事業およびオプト事業の主要製品販売数量は着実に伸長しまし

たが、円高の影響により売上高は前年並みに留まりました。一方、営業利益は情報機器事

業主体に大幅増益となりました。

直前期比では、オプト事業が顧客の在庫調整影響により販売が伸び悩む一方で、情報機

器事業は円高にも関わらず力強い収益成長を果たしました。
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（なし）
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情報機器事業では、各市場とも対前年比で回復基調が継続しており、上半期はオフィス分

野中心に増収となりました。損益はカラー・モノクロ共に採算性の高いＭＦＰ新製品が増益に

大きく寄与しました。

直前期比では第１四半期は部材調達問題により、スローな立ち上がりとなりましたが、第２

四半期では円高の為替環境にも関わらず増収を果たし、営業利益も大幅増益を果たす事

が出来ました。
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ＭＦＰ販売数量は対前年比２５％増、消耗品等のノンハード売上も現地通貨ベースで４％

の増収と堅調な推移を示しました。ＭＦＰ新製品比率はカラー：９３％・モノクロ：３８％となり、

ＭＦＰ販売拡大のドライバーとなりました。

直前期比でもカラー・モノクロ共に力強く伸長しました。特に増益となった主要因はモノクロＭ

ＦＰにおける新製品比率（特に中速域）の上昇によるものです。
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左上は、昨年後半より販売を開始したカラーＭＦＰで、今期も好調な販売が続いています。

右上は、これまで当社モノクロＭＦＰの弱点となっていた、ファームウェア統一性の問題を克服

した新製品であり、前述のとおり第２四半期以降、好調な販売が続いています。

左下は、新興国での事業拡大に向けて投入した専用モデルであり、モノクロＭＦＰの販売数

量拡大のドライバーとなりました。この好調な販売により、中国市場における10年４－６月の

シェアは直前の３カ月と比較して３ポイント上昇しました。

右下は、海外市場で根強い需要があるＡ４ＭＦＰの新製品です。下半期より本格的な販売

拡大を目指します。
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対前年比では、円高による為替影響と価格下落のインパクトを数量増や製品ミックスの改善

やコストダウン（変動費）でカバーしました。結果、販売数量増に伴う経費増もありましたが、

大幅な増益となりました。

直前期比では、対前年比同様、円高による為替影響と価格影響を新製品販売による数

量増、製品ミックス改善でカバーし、大幅な増益となりました。
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対前年比では、ガラスＨＤが増収となりましたが、昨年度より規模を追わずに収益性を重視

する戦略に切り替えたレンズユニット事業の規模縮小、および、ＴＡＣフィルムを中心に第２四

半期より顧客の在庫調整影響を受けた事により、売上高は前年並みに留まりましたが、営

業利益はガラスＨＤが収益貢献し、前年比増益となりました。

直前期比では、第１四半期までは主要製品が何れも好調な販売を示していましたが、夏以

降に家電全般で調整局面となり、軒並み収益性が低下しました。
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TAC TAC TAC TAC フィルムフィルムフィルムフィルム：：：：

対前年比では、ＶＡ－ＴＡＣは減少したものの、薄膜・広幅ＴＡＣの伸長によりＴＡＣ総数は７

％伸長しました。

直前期比では、対前年比とは逆に、ＶＡ－ＴＡＣ数量はフラットながら、薄膜・広幅ＴＡＣの

調整により数量減となりました。

ガラスガラスガラスガラスHDHDHDHD基板基板基板基板：：：：

対前年比では、３２０ＧＢ以上の高密度品を中心に、数量が大幅伸長し収益貢献をしまし

た。

直前期比では、販売数量は増加したものの、調整の影響により伸長率は限定的でした。

光光光光ピックアップレンズピックアップレンズピックアップレンズピックアップレンズ：：：：

対前年比では、販売数量は拡大しましたが、ＢＤ（ブルーレイ）のガラスからプラスティックへのシ

フトにより平均単価が低下、収益は伸び悩みました。

直前期比では、調整の影響を受けて、数量は伸び悩みました。
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対前年比では、為替影響は主にガラスＨＤで影響を受けました。また、価格面でもデジカメや

携帯電話用レンズユニット、ＴＡＣフィルムなどで影響を受けました。費用面でもＴＡＣフィルム

新工場の償却負担増の影響がありましたが、ガラスＨＤの数量増が大きく貢献し、増益となり

ました。

直前期比では、円高に加え、ＴＡＣフィルムの減少やＬＥＤ周辺レンズ等の新規事業展開に

向けたＲ＆Ｄ費用増等により、残念ながら減益となりました。
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当社を取り巻く環境は依然不透明ながら、２０１０年度は「成長軌道への転換」と位置付け

、諸施策の展開を図りました。ここでは上半期に実施した施策や成果について説明します。

「「「「アジアアジアアジアアジア市場市場市場市場でのでのでのでの販売拡大販売拡大販売拡大販売拡大」」」」としては、新興国専用モデルの販売拡大により、中国におけるシ

ェア拡大を達成しました。 また、インド市場においては情報機器事業とヘルスケア事業で現

地販社を設立、販売・サービス体制の構築と強化を図ります。

「「「「 ＯＰＳＯＰＳＯＰＳＯＰＳのグローバルのグローバルのグローバルのグローバル展開展開展開展開」」」」としては、ＯＰＳ（オプティマイズド・プリント・サービス）アプローチによ

る販売拡大の施策を下半期より本格展開します。その為、上半期は全世界共通のサービス

メニューを構築しました。 また、グローバルな大口顧客の獲得にも注力すべく、専任組織を

設置しました。

「「「「プロダクションプリントのプロダクションプリントのプロダクションプリントのプロダクションプリントの販売拡大販売拡大販売拡大販売拡大」」」」としては、 メディカル＆グラフィック事業の印刷部門を、１０

月より情報機器事業のプロダクションプリント部門に統合しました。これにより、印刷部門が有

する知見や顧客接点をフルに活かし、成長領域である商業印刷分野での事業拡大を図りま

す。また、この組織再編に伴い、米国のＣＴＰ事業売却を行いました。
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損益の予想については冒頭に触れたので、ここではその他の項目について説明します。

設備投資、減価償却費、研究開発費は何れも上半期の計画値は非開示ながら、当初想定

を下回る支出となりました。但し、下半期については当初計画通りの値を据え置いています。

ＦＣＦは当初計画の２００億円から２５０億円に上方修正しました。これは情報機器事業の新

製品販売拡大に向けて、９月末在庫を積み増した事に起因しています。今期末は販売拡大

により、在庫圧縮主体に運転資本の効率化を見込んでいます。
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（なし）



16

オフィス領域では、ＭＦＰ新製品を更に販売拡大する事により、一層の収益拡大を目指しま

す。また前述のＯＰＳ展開の加速と、大口案件獲得にも注力します。

プロダクションプリント領域では、カラー新製品の本格展開による事業規模の大幅拡大を目

指します。下半期からは印刷部門との統合シナジーを活かし、商業印刷分野での事業展開

を加速させます。
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下半期より新製品３機種を投入し、プロダクションプリント領域における当社製品のラインアッ

プは大変強固なものとなりました。

特にカラー機の最上位機種となる「bizhub PRESS C8000」は成長領域である商業印刷市

場向けに開発されたモデルであり、このモデルを皮切りに今後も更なるラインアップの拡充を図

ります。
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第２四半期以降の調整影響を受けて、主要製品の下期販売数量は引き続き調整が続くも

のと想定しています。

ＴＡＣＴＡＣＴＡＣＴＡＣフィルムフィルムフィルムフィルムでは、薄膜・広幅ＴＡＣは調整影響を受ける一方で、ＶＡ－ＴＡＣはシェア拡大に

より上半期比増を見込んでおり、ＴＡＣ総量では上半期同等となる見込みです。

ガラスガラスガラスガラスＨＤＨＤＨＤＨＤ基板基板基板基板では、高密度品中心に数量拡大を見込みますが、調整影響により当初想定

を若干下げています。

光光光光ピックアップレンズピックアップレンズピックアップレンズピックアップレンズでは、顧客の調整影響に加え、下半期は非需要期となる事から、当面

はコスト削減など自助努力による事業体質強化に取り組みます。
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好調な販売モメンタムが継続する見通しの情報機器事業では、高採算なＭＦＰ新製品やプ

ロダクションプリント新製品の販売拡大に注力し、売上総利益の極大化に努める一方で、市

況調整が長引く見込みのオプト事業では、これを機に一層の体質強化に努めます。

また経費面では、将来事業の育成に必要なＲ＆Ｄ費用等の削減は行いませんが、その他の

不急な費用等については、良く精査をして行きたいと考えています。
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